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Rumanova(H5)コンドライトの磁気特性と衝撃変成

The basic magnetic properties and shock metamorphism of Rumanova (H5) chondrite
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R u m a n o v a隕石はショックによって加熱された可能性がある。この隕石の自然残留磁気とその性質を調べ、その
起源を調べた。その結果、自然残留磁気はショックにより獲得された可能性が大きいと判断された。

R u m a n o v a ( H 5 )コンドライトはコンドリュールやマトリックス中にショック変成や変形が認められる。自然残留
磁気( N R M )は交流消磁に対し安定であるが、飽和残留磁気( S I R M )とN R Mの比( R E M )、R E M = N R M / S I R M、は0 . 0 7
となり、NRMの一部は磁気的に汚染されている可能性が考えられる。

熱磁化曲線はカマサイトとテーナイトの存在を示している。磁気履歴特性から得られる保磁力はH c = 1 7 . 1 m Tと
なり、テトラテーナイトの存在は否定される。顕微鏡観察の結果は、カマサイト、テーナイト、プレサイト、そ
れにクラウディーテーナイトが認められる。磁性流体を塗布することによりテトラテーナイトの存在は否定でき
る。また、カマサイトには変形したNeumann Bandが認められる。

Neumann Bandの存在からR u m a n o v aは1 G P a以上の衝撃を受けたと推定される。またテトラテーナイトが無いこ
とから、この隕石は衝撃により5 5 0℃以上に加熱され、その結果テトラテーナイトはテーナイトに変態したと推定
される。この時の衝撃でR u m a n o v aのN R Mは消磁され、そして衝撃圧が低下した後、母天体内部の磁場をN R Mと
して再び獲得されたと考えられる。


